
道徳教育 
 
１．目標 
  「豊かな心をもち、自ら進んで行動でいる子どもの育成」 
 
２．重点目標 
  ・正しいと思うことに進んで取り組み、最後までやりぬく子どもの育成。 
  ・思いやりの心をもって、人の気持ちや立場を理解し、人のために行動できる子どもの育成。 
  ・自然に親しむとともに、生命を大切にすることのできる子どもの育成。 
  ・働くことの大切さを知り、進んで人のためになる仕事のできる子どもの育成。 
 
３．学年の重点目標 
 
 ○低学年 
  １．約束を守り、規則正しい生活をする。 
  ２．友達と仲良くし、助け合う。 
  ３．身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接する。 
  ４．自分の役割を果たす。 
 
 ○中学年 
  １．正しいと思うことは、最後までやり遂げるようにする。 
  ２．友達を理解し、互いに信頼し、助けあうようにする。 
  ３．生命の尊さを知り、自然や動物を大切にする。 
  ４．働くことの大切さを知り、進んで働くようにする。 
 
 ○高学年 
  １．自分自身をよく知り、良いところを伸ばすようにする。 
  ２．相手の立場に立って考え、仲良く協力し、助け合う。 
  ３．生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する。 
  ４．自分の役割を自覚し、協力しあいながら主体的に責任を果たす。 
 
 
 


